



























































































































































































































































































































































































①参戦武士系統： 『吉野日記J. r高麗日記』 ・『木村又蔵覚書j ・『清正高麗陣覚書1・r1青正朝
鮮記j ・n青正記J. r朝鮮渡海日記j ・『朝鮮物語j －『立花朝鮮記j － 『脇坂記j . r島津家
高麗軍秘録J• r日新菩薩記J.『征韓録jなど。
②従軍僧侶系統：『西征日記J.『朝鮮日々記J.『宿直稿jなど。
また、作者の所属した部隊別にも分類できる： I番隊（『吉野日記j － 『西征日記』など） ・2番
隊 （『高麗日記J. 『清正高麗陣覚書j ・ r1青正朝鮮記j . r7青正記j － f木村又蔵覚書1・f朝
鮮日々記1・『朝鮮物語jなど） ・4番隊（『島津家高麗軍秘録J.『日新菩薩記J.『征韓録』
など） ・6番隊（『立花朝鮮記jなど） ・7番隊 f朝鮮渡海日記1・『宿直稿jなど）
2.朝鮮軍記物










で、その異本的な作品に 『清正朝鮮記jがある。r1青正記J(1662年 （寛文 2）までに成立。1663年
刊行）はこの2作に 『木村又蔵覚書jなどの覚書類をあわせて、総合的な加藤清正の伝記を志向し
た。この作品の補完・訂正を図ったのが 『続撰清正記J(1664年刊行）である。『高麗陣日記』


















紀.J (1725年（享保10）自序） ・ 『太閤真顕記』(1787年（天明 7）以前） ・『絵本朝鮮軍記j
(1800年（寛政12）刊行） ・『絵本太閤記.l(1797年（寛政9）一1802年 （享和 2）刊行） ・『征韓
偉略.l(1831年（天保2）刊行） ・『絵本朝鮮征伐記J（前編1853年 （嘉永6) ・後編1854年（安政




②池内宏 『文禄慶長の役 別編第一J（東洋文庫、 1936)234-235頁。
③『太閤記』巻15「賀藤主計頭清正至都表入勢事」（新日本古典文学大系60I太閤記J（岩波書店、
1996) 424頁）、 『豊臣秀吉譜j歯巻（韓国国立中央図書館蔵、 84頁）、堀本 『朝鮮征伐記j巻1「日
本勢入王城事付加藤清正捕二王子事」（韓国国立中央図書館蔵、巻1の30ウ・ 31オ）。
④ r青正高麗陣覚書』「長橋と申府中に王御通り候段札を立候事 附鍋嶋異見候へども清正承引不仕


















介は、 16巻本 『懲悲録jの巻 1・2に当たる 2巻本 f懲悲録jが 『異称日本伝jに抄録され、 1695





いたことが分かる。以後、 1768年（明和 5）には酒落本 I北里懲悲録jが、 1796年（寛政8）には
佐々木恵吉の 『懲悲録国字解J2巻が刊行されるなど、 1800年刊の秋里簸島 『絵本朝鮮軍記J10巻、
『絵本太閤記J6篇 0801年） ・7篇 0802年）刊行を前後して f懲悲録jへの関心が高まってい
ったことが分かる。
また、 『西匡先生文集jは、 1632年（仁祖10）に「本集」 20巻が、その後に「別集J4巻・「年
譜J3巻が刊行された。『天和三年目録jには、 『懲悲録jとともに 『西厘文集J10冊・ 『西匡先生
文集J24冊・ 『西産集j10冊が記載されていて、 f西庄先生文集jと 『懲誌録jが、 1683年の時点
で対馬藩に共にあったことが分かる。しかし、 f懲誌録jが17世紀後半以来、日本で広く読まれて





















⑮『清正記j巻2 （新訂増補史籍集覧 f清正記』（臨川書店、 1967)356-357頁） 『清正高麗陣覚
書J. r1青正朝鮮記jも類文。

















閤記j巻13「小西都入之事J（前掲書、 369-370頁）及び『清正記j巻2 （前掲書、 343頁）の記述
を批判して、巻7「王城途中陥郡県事」では「察スルニ清正ヲ晶負ノ俗説ヨリ彼ガ遅滞ヲカクサン
為ニ好事ノ者ノ説造ルト見ヘタリJ（前掲書、巻7の4オ。強調は筆者）とも記しているのである。





⑫『豊臣秀吉譜j爵巻（前掲書、 103頁）、 『朝鮮征伐記j巻八「蔚山を攻むる事」 （前掲書、 71頁）。
＠『絵本太閤記J7篇巻之8「加藤清兵衛勇智砕明兵之箪威」 （前掲書、 7篇巻之8の14ウ・ 15オ）。
＠ 「両王子主計頭の懇情を感じ、一通の状を加藤右馬允がもとへっかはされけり（手紙の内容は省略）J





































史叢書 『朝鮮征伐記1J （友文館、 1916)50頁）。
＠壬辰倭乱物において、第一次の晋州城の合戦、朝鮮の王子の行方を知らせる高札との出会い、オラ
ンカイとの合戦、そして、朝鮮・明の連合軍に固まれた日本軍の蔚山篭城、等の記事で八幡の加護
に言及する。
⑮小峯和明「琉球文学と琉球をめぐる文学一東アジアの漢文説話・侵略文学一」（r日本文学J53号
（日本文学協会、 2004. 4）、同「＜侵略文学の位相＞一蒙古襲来と託宣・未来記を中心に、異文
化交流の文学史をもとめて一」（『国語と国文学J（東京大学国語国文学会、 2004. 8））。
＊討酪要旨
大高洋司氏は、「絵本朝鮮軍記Jにおけるオランカイの東西の位置関係の逆転は絵師がごまかした
のではなく、富士山の位置関係からそうせざるをえなかったのだと述べた。また、なぜ加藤清正が仁
義の将として理想化されたのかを尋ねた。発表者は、豊臣秀吉と同様で滅亡した家に対する同情だと
思うと答えた。
ロパート・キヤンベル氏は、幕末の列国の侵略を考慮した時の、防御戦としての三韓征伐の別の意
味付けを尋ねた。発表者は列国の影響が庶民にまでは及んでいないと思うと答えた。
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